






































①と②のデータを合わせて時系列に並べ替えて資料１を作成した。『撰集抄』の成立は鎌倉時代である。板本は慶安三年（一六五〇）に京都の版元澤田庄左衛門から刊行された物が現存多数ある。翌年の慶安四年（一六五一）に、版元が変わり村上平楽寺（勘兵衛）から刊行された物もある。また、貞享四年（一六八七）大坂の版元河内屋善兵衛から『西行撰集抄』が刊行され、元禄 四年（一七〇一）に、江戸 版元みすや又右衛門から刊行された物もある。 『西行物語』は 別書名として「西行一生涯草紙」 「西行四季物語」 「行記」 「西行物語絵巻」などあり、様々な書名で残っている。寛永二年（一六二五 正保三年（一六四六）版元木村次郎兵衛から、元禄四 九一）に京都 版元服部九兵衛、 禄五年（一六九二）に同じく京都の版元浅見吉 刊行されている。また『西行物語』の改題本として『 一代記』は寛文一三年（ 六七三）に江戸の版元松會から、 『西行和歌修行』は天和二 八二に江戸の版元酒田屋から刊行されている。 『西行上人談抄』は、別書名「西公談抄」 「蓮阿記」 「西行日記」とあり、万治頃（一六五八～一六六〇）と刊行年が不明確であるが、京都の林和泉掾（時元）から刊行されている。西行の和歌集では、 『山家集』は、別書名「山家和歌集」 「西行法
















































































と、 「この世を捨てて出家はしたけれど、すっかり隠棲してしまったわけではないので、やはり俗世間にあるのに似た境涯である」 と、世を捨てただけでは隠遁者と いえないと詠っている。 「心を澄む」ことは隠遁者となって分かるこ である。
芭蕉の書簡にあった「多クの乞食」の姿は、名利栄達を嫌い、人




































の悟こゝに開かれぬ。もと心の外に法なし。唯心のいつはれる也。をのが心が心をさはがして、なにと学問の妨とは 給はするぞ。いとゞ無下 侍りといはれ 涙を落てのきにけりとなん。
と、右の文は、山階寺に永縁僧正という別当がいた。彼は智恵優れ
─	62	─
ているばかりでなく、六義の風俗を極める風流人でもあった。あるとき、友人の僧が歌は学問の妨げにはならぬかと問うたところ、永縁は答え 「どうしてそのようなことがありましょう。ますます心が澄むようでございます。恋慕哀傷 情趣で ってもそれを歌に詠み、この詠むこと自体によっ 心一つに帰すことに りますので、ここに唯識 悟が開かれてし うものです」という。詠歌行為は学問の妨げ なるどころかいよいよ心が澄むことになると、心の悲嘆や怨恨を忘却せしめる和歌の役割を語る。和歌は仏道の障害と るのではなく、それに専心すればするほ 心は澄み渡り 唯識 悟りを開くことができるのである。 「唯識」とは、 「一切の諸法が存在するのは、ただ「識」の上にあるのみで、真実にあるもの なく、「識」としての「心」が現し出したものであり、 「心」こそが実在で全ての根源であるとする考え」である。















きためしには申めるに、花に先立白露、落ては更に迹もなく、吹過ぬる風、又とゞまる所もみえず。 」という、 「 の歌はまさに仏の教
えである。わかっているような顔をしてその実わかっていないのが、人生のはかなさである」と述べている。









ことのはをゑひじて、 修行にあづかるがゆへに、東を出て西にながるゝ水を見ては、浄土へまいる道 しるべとおもひ 春の花秋のもみぢ、みな風にさそはれ 夏のうつ蝉冬の雪、物いわずしてしやうじ無じやうをおしへ、心すまぬ時もなくして」 「卅一字のことのはをゑひじて、仏道修行にあづかるがゆへに」は、和歌を詠むことによって心を澄ませる。それは詠歌による罪障懺悔を語っている。
西行の詠歌行為や、隠遁者としての西行や、さびの美学により無



































































































『新古今和歌集』の西行歌九十四首の中、十九首に「心」を詠んでいる。また、 「思ふ」も二十七首ある。 「心」と「思ふ」両方使っている六首あり、 「心」に「思ふ」ことを詠んだ歌が、およそ四十首にも及ぶ。西行がいかに自分自身が「心で思う」ことを素直に歌の中に詠み込んでいるのかがよく かる。それらの歌は、 「秋のはつ風」 「初しぐれ」や「秋の夕暮」や「月」や「露」や「横雲」などの閑寂な風景 重ねて「寂しい」 侘しい 心 詠まれている。これらが風雅の さび」を表す景物として俳諧に伝承さ てゆく。芭蕉は西行の「心深く哀れなる」心を素直に表現することから一




















と、 「心」を句の中に詠み込んだものを挙げた。これらの句の中にある「野ざらし」 「魚鳥の心」 「四畳半」などは、俗語である。それは『三冊子』 （赤雙紙）
一三
に「高く心を悟りて俗に帰るべしとの教也。
つねに風雅の誠を責悟りて、今なす所俳諧にかへるべしと云る也。 」とあり、芭蕉は「風雅の誠を心高く悟って、日常卑近 世界に目を向ければ、俳境は無限にひらかれ くる」
一四
と教えている。また、




物とはあ がままの物として、その本意 さしており、それに触発された情を真実の心としている それが「うるは き 色」である。
西行は自らの心に思うことを、さびの景物に重ねて、 仏 衆








































①一語にする、例「霧の有明」 風 夕暮」 「露ふけて」 「雲たけて②





 疑問の助詞「や」 「か」を名詞に付ける表現、例「いまか」 「月か」 「花か」
⑤「ただ◯◯」の倒置表現、例「きえねただ」 「くれねただ」⑥

















































































索の果て」に、 「過剰な表現の抑制による渋滞感の打破が図られた」とあり、 「第二次は『ひさご』 『猿蓑』期」であり、 「
素直な自然観
照による平明な表現を志向」とあり、 「第三次は晩年にかけ」 「日常性の中 詩を求め日常の言語をもって する」と述べている。『八雲御抄』から蕉風「軽み」へ継承されたものは、 「いりほが」の表現のようなわざとらしい作意はなく、わずか十七文字の中に言い尽くせないものを、余情や余韻として「心の色」で表し、 「すぐ」
「平懐」な詠みぶりを理想とすること、であることが分かった。おわりに
徳川時代初期、すなわち芭蕉の育った時期の出版社・出版物を集
覧する活字資料を追跡整理し、西行を受容す にあたり、芭蕉が実際に手にできる可能性のある西行関連の出版物を一覧 。そして、西行の主たる著作が芭蕉の生涯の前半期に刊行されていたことを突き止めた。芭蕉が手にとること できた書物、あるいは学ぶことのできた書物、西行を享受する可能性を広く追認した。西行が近世和歌や俳諧に及ぼした影響は大きい。芭蕉が生 時代は板本西行ブームであったと推測できる。
芭蕉は、 『撰集抄』に出てくる乞食僧たちの姿に、自分自身を重





その中で、西行の素直な心のままに表現された に惹かれた。『山家集』や『御裳濯河歌合』から、 「心深く哀れなる」ものをみつめ、そこから一段すりあげて、 深くという歌の本意を継承しながらも俳諧の俗なものを詠み込んでいった。西行は和歌の歴史が彩る季節の言葉に せて素直な心を残 た。そ 「心の表情」が芭蕉のいう「心 色」である。芭蕉 その「心の表情 を季節の言葉 見届け、その季題のイメージに頼ることで十七文字に凝縮することに成功したのである。
芭蕉が近世初期の西行関連出版物から「心を素直に表現し」 「普














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































How Basho understood Saigyo
MURAKAMI, Satoko
In this research, I’d like to examine publications which were written in the early 
Tokugawa period, the time Basho lived. I studied those that Basho might have read to 
understand Saigyo, and gave commentaries. Then I found that the main works of Saigyo 
were published in the first half of Basho’s life. I widely confirmed the works which Basho 
could have read or learned, and the possibility to be affected by Saigyo.
To begin with, I read Kousouden from ‘Senjuusyou’ and found that the way of being 
disciplinant of Buddhism has something in common with the process that Basho found the 
truth, through Haikai as an act of creation, that the nature is ever-changing.
Disciplinants avoiding fame and gain live deep in the mountains to obtain a pure mind, 
and many works such as ‘Basho shokan’ refer to this thought. It doesn’t contradict to the 
respected beggars, and Basho pilgrimized in a beggar form to purify his mind through 
Haikai in the same way as Saigyo tried to clarify the transience through Waka.
In ‘Shin kokin waka shu’, Saigyo used the word ‘mind’ and ‘feel’ in his forty verses out 
of ninety-four, which is the evidence that Saigyo placed importance on ‘feeling in mind’. 
However, it doesn’t mean to express his egoism. It is assumed that he did so to surmise 
Wabi Sabi, the traditional Japanese beauty, as a way of sadhana based on the lessons of 
transience in Buddhism. It can be seen in Basho’s Haikai, and he embodied this thought 
then it became an act of enjoying one’s life.
In addition, I’d like to take notice of the fact that ‘Sanzoushi Shiro’ written by Hattori 
Doho, who was a superior pupil of Basho, quote from ‘Yakumo misho’. I found that there’
re three things in common when composing Waka and Haikai, which are to be honest 
with your mind, to compose a verse about something obvious and to use ordinary words. 
Those may meet the thought of Karumi, which was Basho’s final goal. It gives unspoken 
depth, in other words, afterglow and suggestiveness and those make it possible to express 
something without using complicated techniques.
